
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、初めまして。この度、伝統ある

杉並区立杉並第三小学校校長に着任いたし

ました森賀慎一と申します。私は杉並区で

教員生活をスタートさせ、管理職としてこ

の杉並区に戻ってまいりました。 

 私は、子どものころから「学校はわくわ

くするところ」と思っていました。友だち

や先生と会える、おいしい給食がある、休

み時間にたくさん遊べる、勉強もそこそこ

楽しい・・・。子どもたちにとって、学校が

そんなわくわくする場所であってほしいな

と願っています。 

 教員になってからは、子どもたちにとっ

てのこの「わくわく感」はどうしたら生ま

れるのだろうと考えてきました。授業中の

子どもたちは、新しいことを学ぶ喜びはあ

るようですが、毎時間わくわくしているよ

うには見えませんでした。授業が終わって

休み時間が始まる瞬間には、目を輝かせて

まさに「わくわく」している姿を何度も見

てきました。きっと私の授業が退屈でつま

らないものだったこともあるのでしょうが、

休み時間と何が違うのか、分析してみると

授業に生かせるいくつかの視点が見えてき

ます。 

まず、「自由」。誰と何をするかを指示さ

れることなく、自由に決められます。何か

面白いことがないかと考え、時には友だち

と相談します。遊び始めると、遊び方のル

ールやチーム編成等、より楽しくなるよう

に工夫していきます。また図書室で本を読

もうと考えた子は、誰に気兼ねすることな

く自分のペースで読書に没頭し、続きは借

りて自宅で読もうと計画しています。 

この「自由」は、今風に言うと「主体的」

と言い換えることもできます。受け身では

なく自分からというのが「わくわく」につ

ながっているように感じます。そして「友

だちとの相談」は「協働」とも言えます。こ

れら「主体的」や「協働的」という視点を授 

業に取り入れていくことで、子どもたちが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より意欲的に学習に取り組むというのが、 

学習指導要領の考え方です。 

そしてある程度の範囲の中で、自分の学

習課題を自由に選んだり決めたりし、自分

のペースで友だちと協力しながら課題の解

決に向かう学びのスタイルを杉並区では

「学びの構造転換」と呼んでいます。本校

では区の研究指定を受け、この「学びの構

造転換」の考え方を生かした授業や子ども

たちの学びを推進しています。 

このように、子どもたちの「わくわく」に

向け、教職員は授業を中心に試行錯誤を重

ねています。その過程が教職員にとっての

「わくわく」でもあります。では、それだけ

で「わくわくする学校」が完成するかとい

うと、そうではないと考えます。私は、子ど

もたちや教職員だけでなく、保護者や地域

の皆様にも「わくわく」していただきたい

のです。 

保護者の皆様にとっては、目の前の子ど

もが目を輝かせて「行ってきます」と家を

出て、「楽しかった～」と帰宅することは大

きな喜びだと思います。家でも同じように

なるにはどうしたらよいか考えると、わく

わくしてきませんか？叱ってばかりではき

っとそうはならないだろうし・・・と、子育

てを一緒に考えていただけると大変ありが

たいです。 

地域の皆様にとっては、町の中で元気に

挨拶をする子どもたちが増えると、きっと

この子どもたちが大きくなってこの町を支

えてくれるだろうなと考えるとわくわくし

てきませんか？ 

力の合わせ方はこれから一緒に考えさせ

ていただくとして、子どもたちを中心に、

教職員・保護者・地域の方々みんなが「わく

わく」する、そんな学校を創っていきたい

というのが私の今の思いです。 

至らぬことが多々あって、ご迷惑をおか

けすることもあるかと思いますが、ご協力

の程、よろしくお願い申し上げます。 

みんなで創る「わくわくする学校」 
校長  森賀 慎一 

★今年度は「創立１２９周年」です 
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